
情 報 処 理 部 門 の 概 要 と 達 成 日 標

ーネ ッ ト ワ ー ク と セ キ ュ リ テ ィ 教 育 の 試 み

総 合 情 報 処 理 セ ン タ ー

長 谷 川 誠

1 . は じめ に

情報処理部門の達成目標は 明確に設定されて い ない
｡

近年. 情報処理部門会議が年 1 回程度開催され てい る

が, 授業ス ケ ジ ュ
ー ル の調整に つ い ての 審議 はあるも

のの
, 達成目標を検討するま で に至 っ て いな い｡ また

,

総合情報処理セ ン タ ー に情報処理教育専門委貞会があ

るが, 近年開催 され てい な い
｡ 現段階では

, 各講師が

独自 に達成目標 を設定 して授業を行 っ てい るの が現状

で ある
｡

と こ ろ で
,
個 々 の 授業に つ い ての 達成目標が異なり

.

情報処理部門全体 の方向性がとれ ない わ けでもない ｡

多く の 授業は情報処理の 初等教育を教えてい るに過ぎ

ず
,

内容は類似 してお り, 達成目標も概ね等しい ｡ し

か し
, 今後. 平成 15 年度か ら高等学校で普通教科 ｢ 情

戟+ が は じまり
, 情報処理 の 基礎を習得 して い る学生

が入学 して く るこ とにな る｡ これ ま での よう に
,
大学

で初等教育の み を行う こ とは不 適切であり
,

高度な情

報処理教育が求め られ る｡ 授業内容や達成目標を検討

す る必要性 はい うまでもない ｡

筆者 は, 初等教育で あるコ ン ピ ュ
ー タの 操作方法の

他 これ ま で よりも高度な情報処理教育 として
, 情報

通信 と コ ン ピ ュ
ー タ セ キ ュ リ テ ィ と に関する授業を平

成 14 年度後期か ら開講する
o

現代の コ ン ピ ュ
ー タ事

情を考えると
,
(1) 情報通信. (2) コ ン ピ ュ

ー タセ キ ュ リ

テ ィ , (3) マ ル チメ デ ィ ア の教育は 必要不可欠で ある｡

コ ン ピ ュ
ー タ の操作方法を習得してい るだけで は

,
敬

養の ある大学生 とはい えない｡

こ こで は
,
現在の情報処理科目の概要を第2 節に示

す｡ 平成 15 年度か らは じま る高等学校の情報処理教

育に つ い て第3 節で述べ る｡ 第4 艶 第5 節で筆者が

平成 1 4 年度後期か ら開講す る教育科目につ い て述 べ

る｡

2 . 情報処理科目の 概要

新潟大学の 全学共通科目講義概要(2 00 2) を参照する

と
, 情報処理教育の 多く は ｢ コ ン ピ ュ

ー タ リテラ シ+

教育である こ とがわ かる｡ ｢ リテ ラ シ+ と は
. 福 田他

(19 9 8) に よると
.
｢読み書きの 能力+ を示 し, 特に.

｢ コ

ン ピ ュ
ー タ リテ ラシ+ と は ｢ コ ン ピ ュ

ー タを適切に使

う舵力+ を意味 してい る｡ 科目名が若干異な るもの の
,

その 多く は類似してお り. そ の 内容は
.

● コ ン ビキ
ー 夕の 起動 ･ 終了

● キ ー ボ ー ドに よる文字入 力

● 文書作成

● 電子メ ー

ル の 送受信

● w eb ペ - ジの 閲覧と作成

な どで ある. 授業に よ っ ては,
コ ン ピ ュ

ー タの ハ ー ド

ウ エ ア に つ い て 触れ てい る もの や, プ ロ グラミ ン グ を

教えてい るもの もあるが
, 多くの 授業は

,
近年最も市

場 に流通してい る代表的な オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム

の 操作方法 を教えて い るにすぎな い ｡ U h i x な どの オ

ペ レ
ー テ ィ ン グシ ス テム を用 い る投業もあるが

, 操作

方法 は違うものの 内容は薪似 して い る｡

第 1 節で述べた ように
. すべ ての講師が集ま っ て達

成目標を検討 して い るわ けで はない が, 授業内容は類

似 しており
, 授業 レベ ル に差はなく

,
コ ン ピ ュ

ー タ操

作方法の 習得が達成目標とな っ て い ると い え よう｡ ま

た
.

これ らの 授業は全学生が習得できる ように開講さ

れ てお り
.

コ モ ン ベ ー

シ ッ ク : 共通基礎と して必 須科

目に 位置づけ られ て い る｡ コ ン ピ ュ
ー タ の操作方法を

教え る基経教育と しては十分とい え よう｡

と こ ろで
, 多くの授業で は ｢何を読む のか, 何を書

くの か+ とい う ｢ 何を+ を考える機会は明確にカ リキ

ュ ラ ム化され てい な い｡ 操作方法を習得する際に講師

が題材と して ｢何を+ を考えさせ てい る ことで あろう

が
.

講義概要には明示 され てい ない｡ 其の ｢読み書き
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能力+ は
, 道具の操作方法の習得だけ で は身に つ かな

い もの であり
,

応用力をつ ける こ とが大切で ある｡ な

お
,

こ の能力は高等能力で はなく
,

む しろ道具の使い

方 を習得す ると同時 に
, 初級段階で身に着けなく ては

ならない もの である｡ 近年,
コ ン ピ ュ

ー タ犯罪が問題

とな っ て い るが
.

これ は道具の使 い 道を間違えた事例

で あり
,

こ の ような こ とが ない ように応用力を育て る

こ とが大切で ある｡

3 . 高等学校 におけ る情報処理教育

平成 15 年度か ら高等学校 で普通教科 ｢ 情報+ が開

講 され る｡ 情報処理学会情報処理教育委員会初等中等

情報教育委員会では
,

こ の授業の ため に教科書を試作

して公開して い る｡ 情報処理学会初等中等情報教育委

貞会 ワ
ー キ ン グ ･ グル

ー プ(19 9 8) に よる と. 教科書は

｢情報 A + ,
｢ 情報 B + ,

｢ 情報 C + に分け られ
,

● 情報 A

コ ン ピ ュ
ー タや 情報通信 ネ ッ トワ

ー クな どを活

用 して 情報を選択
･

処理
･

発信でき る基経的な技

能の 育成 に重点を置く｡

● 情報 B

コ ン ピ ュ
ー タ の機能や仕組み及 び コ ン ピ ュ

ー タ

活用の方法に つ い て科学的に理解させ る｡

● 情報 C

情報通信ネ ッ ト ワ
ー

ク な どが社会の 中で果 た し

てい る役割や 影響を理解 し
,
情報社会 に参加する

上で の望ま しい態度を育成する｡

と述べ られ て い る
｡ 先で述 べ た本学の情報 リテラ シ教

育の 内容は全て網羅 され てお り, 道具の 使い 方の み な

らず
.

応用力の 育成 も十分に配慮されて い る｡

また
,

こ の試作教科書の序文で は
, (1)大学におけ る

情報処理技術者の教育が時代の要請に答えられ てい な

い こ と
,
(2) 多くの 大学で行われ てい る

一

般情報処理教

育 は
.

ワ
ー プ ロ 等の応用 ソ フ ト ウ エ ア の使用方法 を解

説 し
. 実習す る程度の もの であるこ と

. (3) 本来大学教

育が行う べき内容と しては不十分である こ とを指摘 し

てい る｡ ま さ しく
.

本学の 現状そ の もの で ある｡ 現在

大学で行 っ てい る情報処理教育を中等教育で教育する

こ と にな っ てい る｡

4 .
コ ン ピ ュ

ー タ ネ ッ トワ ー ク教育

筆者は平成 14 年度後期より
,
｢ ネ ッ ト ワ

ー

ク構成論

(新潟大学I +A N を考える)+ を開講する｡ 長谷川Q o o 2)

に よると
.

こ の講義では
.

は じめ に各種情報通信サ ー

ビス を体験させ
.

コ ン ピ ュ
ー タ ネ ッ トワ

ー ク の活用方

法を習得させ る｡ 次に
,

ネ ッ トワ
ー ク を構成す る ため

の技術的な知識を獲得させ
. 最後に

, 施設見学をしな

がら学内ネ ッ ト ワ - グを理解させ る｡

高等学校普通教科書 ｢ 情報 A + の第 1 章 に相当する

分野で あり
,

この 教科書で は 2 0 ペ ー ジ程度の 分量で

述 べ られ てい る｡ 本授業で は高等学校普通教科書 ｢情

報 A + および竹下 ･ 村山 ･

荒井
･

苅 田也oo 2) を用いて,

より レ ベ ル の 高い 授業を目指す｡ 軽業の 達成目標と し

て は
,

ネ ッ トワ
ー ク障害の 内容が理解できる程度の知

識を身に つ け るこ と
. 事例の 1 つ と して 学内ネ ッ ト ワ

ー クの 構成を理解するこ とである｡

平成 15 年度から は
,

更に講義内容を吟味し
. 質の

高い 教育が実現でき るよう に検討する｡ また,
シ ス コ

イ ン ク ー ネ ッ トア カ デミ ー

(2 0 0 2) で述 べ られ てい るイ

′タ - ネ ッ ト技術者養成支援プロ グラ ム を授業に応用

するこ と を計画してい る｡

5 .
コ ン ピ ュ

ー タ セ キ ュ リテ ィ 教育

筆者は平成 14 年度後期より
,
｢ コ ン ピ ュ

ー タセ キ ュ

リテ ィ入門+ を開講する｡ 長谷川
･

滝沢(2 0 0 2) に よる

ど
,

こ の講義では
. 前半に コ ン ピ ュ

ー タを用いた各種

サ ー ビス を体験させ
,

パ ス ワ ー ド管理の大切さを理解

させ る. ま た
.

本学に お
I

Lナるセ キ ュ リテ
-

,I の現状を把

握させ る｡ 授業の 後半で は
, 技術的な側面か らネ ッ ト

ワ
ー

ク セ キ ュ リテ ィ に つ い て教育する｡
コ ン ピ ュ

ー

タ

セ キ ュ リテ ィ に関する基本的な知識を 身に つ ける こ と

を達成目標 とする｡

高等学校普通教科書 ｢ 情報 C+ で は ｢ セ キ ュ リテ ィ+

とい う節で 10 行程度の 説明しか なく. さ らに高等な

教育が大学 に求め られ てい る｡ 初等中等教育の対象と

なる 18 歳未満の児童 ･ 生徒で は
. 善悪の判断が未熟

である ことが懸念され セ キ ュ リテ ィ 犯罪な どの事例

を示 す ことが難 しい ｡ 本授業では
,

本学で発生して い

るセ キ ュ リ テ ィ 問題 を題材に
.

セ キ ュ リティ 事情の現

決を体験させるよい機会となる｡
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6 . まとめ

情報処理部門の概要を述べ
, 達成目標 は明確に定ま

っ て い 串い こ とを示 したo しか し
.
講義内容の 多くが

リ テ ラシ教育であり
. 内容が痛似 して い るため に

.
悼

報処理部門と して の達成目標は概ね等 しく
.

コ ン ピ ュ

ー タ操作方法の 習得が目標 とな っ てい る. 平成 15 年

硬か ら開講 され る高等学校普通教科 ｢情報+ の 概要に

つ い て示 した｡ 現在大学で開講 されて い るリテ ラシ教

育は
,

本来大学教育で行うべ き内容と しては不 十分で

ある こ とを指摘 した｡ 今後 大学で行うべ き高等教育

と して
. 筆者がコ ン ピ ュ

ー タネ ッ ト ワ
ー ク教育とコ ン

ピ ュ
ー タ セ キ ュ リ テ ィ 教育を開講するこ と に つ い て紹

介 した｡
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